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要旨（MSPゴシック10.5pt）
日本語要旨は300字程度、MSP明朝10pt、左右のインデント各1字分

本会は経営品質の諸問題に関心をよせるものが共同して、経営工学・経営学・企業組織論・マーケティング論・行動科学・心理学・品質工学・経済学・社会学などの観点による総合的な研究を、時間と場所の制約を受けることのないバーチャルコミュニケーションを基本に実施し、経営品質の向上に寄与することを目的とする。
Abstract(MSP gothic 10.5pt)

English abstract is within around 100 words, Times New Roman 10pt, indent of either side is 1 character each.
This society aims to research over viewpoints of the management engineering, business administration, the corporate organization theory, the marketing theory, the behavioral science, psychology, the quality engineering, economics, and sociology, etc. based on virtual communications without restrictions of time or space by the cooperation of people who have interests in the various problems of the management quality, and improve the management quality.
キーワード（MSP明朝10pt）：経営品質、企業の社会的責任、アセスメント

　Keywords(Times New Roman 10pt): Management Quality, Corporate Social Responsibility, Assessment


1 はじめに（章見出し：MSPゴシック11pt、段落後の間隔1行）
本文：MSP明朝10.5pt、2段組（段の幅18.01字、間隔1.77字）（段組は[書式→段組]で指定）
文字数と行数（[ファイル→ページ設定]で指定）：文字数18、字送り12pt、行数38、字送り17.55pt

余白（[ページ設定]で指定）：上下各30mm、左右各25mm

注の書式（注1）、および引用文献の書式については後述します。
文字数、行数は設定どおりに表示されない場合がありますが、上述したメニューからの設定を優先してください。
わが国企業をはじめあらゆる組織で、経営のクオリティ、すなわち「経営品質」の向上が必要になっています。経営品質とは、顧客の視点から見た組織マネジメント全体の品質であり、営利・非営利を問わず、製品・サービス提供先を顧客に置き換えることの出来るあらゆる組織が、組織マネジメント能力向上にむけて重視すべきものなのです。

（本文と次の章見出しの間は1行改行）
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図１　図キャプション（MSP明朝10pt）
2 関連研究

2.1 Accumulation of competence（節見出し：MSPゴシック10.5pt、段落後の間隔1行）
当学会では分科会を設け、web上における議論の場を提供いたします。各分科会とも、そのテーマに即したファシリテーターと担当理事が、必要に応じ議論の方向性を示します。
表1　表キャプション（MSP明朝10pt）

	
	2001
	2002
	2003
	2004
	2005

	A社
	198
	203
	210
	204
	221

	B社
	87
	90
	96
	104
	120


2.1.1 Accumulation of competence（項見出し：MSP明朝10.5pt、Bold、段落後の間隔0.5行）
経営品質の向上を考える上では、セルフアセスメントによる自らの気づきをベースとした自己変革や、学習による組織の成長過程を段階的に表現した「成熟度」モデルによる組織評価の視点、リーダーシップ、社会的責任、戦略対応、人材の活性化、情報活用とそのためのIT投資、これらの根底にある顧客に対する考え方、経営のあり方等との相互関係性を実践的に研究することが有効であり、そのためにもこれまでの学問的研究を総動員しながら、わが国の「強みと弱み」の再認識と、「改善すべき領域」を明確化させる研究が求められているのではないでしょうか。

3 図表について

　図・表にはそれぞれ通し番号とタイトル（キャプション）をつける。

一段に収まらない図表は、段組みを無視して配置してよい。

注（MSPゴシック10.5pt、段落後の間隔1行）

注1 注は、本文中に（注１）のように指示する。

注2 注はMSP明朝10pt

注3 脚注は不可。注の内容は本文の後、引用文献の前に置く。

引用文献（MSPゴシック10.5pt、段落後の間隔1行）

和文はMSP明朝、英文はTimes New Roman各10pt、インデント最初の行を1字ぶら下げ
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英文、翻訳書、和文の文献が混在している場合は、この順に並べる
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謝辞および著者役割分担（MSPゴシック10.5pt、段落後の間隔1行）

　謝辞および著者役割分担を記載する場合はこの位置に置く。謝辞は論文に必須のものではないので、その有無は筆者の判断に任せる。

　共著の場合は、著者の判断において著者役割分担を掲載する。

　いずれもMSP明朝10pt。
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